
LED校正装置の課題
　次世代の省エネ光源としてLEDは注目を集め
ています。そのため、照明製品開発に伴う光学特
性評価のニーズが著しく高まっています。
　光学的特性の内、全光束測定には全光束の校
正がされた基準のLEDが必要です。基準となる
LEDの校正に用いる装置を全光束LED校正装置
といいますが、従来の装置では校正に時間がかか
り、更に大型の設備を必要とするため、設備の導
入および維持管理に費用がかかりました。今回、
全光束測定の効率化と設備コストの抑制を狙い、
新しい方式による校正装置の共同研究開発を行
いました（図1）。共同研究先である株式会社テク
ノローグは、生産ライン用にLEDの電気的・光学
的特性を測定するための装置などの製造・販売を
行っています。

新しい校正方式の概要と利点
　従来の校正方式と新しく開発した校正方式の比
較を図2に示します。従来方式は、内部に標準電
球と被校正LEDを順番に設置して校正します。新
しい方式では、標準電球を外部に被校正LEDを
内部に設置したまま校正を行います。

　新しい方式は、従来方式と違って標準電球と被
校正LEDの取替の必要がないことと光源の取替
の際に必要であった自己吸収補正の必要がないた
め、測定時間の短縮が可能となりました。更に、大
きな標準電球を積分球の外に設置するので積分球
を小さくでき、設備の導入および維持管理コスト
を大幅に抑えることができます。

開発した校正装置の妥当性検証
　本校正装置の妥当性を確認するため、都産技研
で保有する従来の測定装置との比較測定を行いま
した。測定対象は、砲弾型及びチップ型の高輝度
LEDとしました。その結果、白色LEDについては
3%以内で両者の値は一致し、開発した校正装置
が妥当な測定方法であることを確認しました。
　共同研究先の株式会社テクノローグでは、この
方式による校正システムの製品化を検討中です。
また、都産技研光音グループでは、LEDの測定に
関する技術相談、依頼試験を受け付けております。
お気軽にご相談下さい。
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　全光束は、照明用ランプ等から放出される
光の総量を表すものです。本研究の成果とし
て、新しい全光束の校正方式による測定の効
率化と設備導入や維持管理コストの削減を可
能としました。
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図2　従来方式（上）と新方式（下）の比較
従来方式では内部に標準電球を設置するため、被校正
LEDとの取替作業や自己吸収補正作業が生じる。また、
大型の設備を必要とする。新方式では、標準電球を外部
に置くため、測定の迅速化と設備費削減が行える。

図1　開発した全光束LED校正装置

交互に測定




